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令
和
5
年
1
月
に
、
今
期
の
農
業
委

員
の
任
期
が
満
了
と
な
り
ま
す
。
今
期

は
、
改
選
直
後
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
農

業
委
員
会
活
動
も
困
難
な
状
況
に
あ
り

ま
し
た
が
、
行
政
委
員
会
と
し
て
の
法

令
業
務
等
、
公
平
・
公
正
に
活
動
し
て

き
ま
し
た
。

　

特
に
今
期
は
、特
定
生
産
緑
地
制
度
、

都
市
農
地
の
貸
借
に
つ
い
て
積
極
的
に

対
応
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
私
も
会
長
職
が
長
く
な
り
ま

し
た
が
、
こ
の
間
、
都
市
農
業
振
興
基

本
法
の
制
定
、農
業
委
員
会
法
の
改
正
、

都
市
農
地
の
貸
借
の
円
滑
化
に
関
す
る

法
律
の
制
定
、
特
定
生
産
緑
地
制
度
の

新
設
等
、
都
市
農
業
を
巡
る
情
勢
が
大

き
く
変
化
す
る
中
、
会
長
職
と
し
て
の

責
務
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
私
が
会
長
と
し
て
一
貫
し
て
強

く
心
が
け
て
い
た
こ
と
は
、
地
域
社
会

の
中
で
、
少
数
派
と
な
っ
た
農
家
の
立

場
を
で
き
る
だ
け
尊
重
す
る
と
い
う
姿

勢
で
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

末
筆
と
な
り
ま
す
が
、
長
き
に
わ
た

り
、
会
長
と
し
て
の
私
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
、
今
期
の
農
業
委
員
会
の

活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

意
見
の
提
出

　

令
和
4
年
11
月
9
日
、
西
東
京
市
に

対
し
て
農
業
委
員
会
法
第
38
条
の
規
定

に
基
づ
く
意
見
の
提
出
を
行
い
ま
し

た
。

　

本
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
を
図
る
た
め
、
会

長
及
び
会
長
職
務
代
理
に
よ
る
提
出
と

な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
特
定
生
産
緑
地
の
指
定

申
請
が
一
段
落
し
、
昨
年
度
か
ら
本
格

的
に
、
都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
の
制

度
を
活
用
し
た
農
地
の
貸
借
に
取
り
組

む
な
ど
、
新
た
な
将
来
展
望
を
描
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
農
業
者

へ
の
効
果
的
か
つ
継
続
的
な
支
援
を
行

い
、
都
市
農
業
の
振
興
を
通
じ
た
地
域

の
発
展
を
目
指
す
た
め
に
主
に
次
の
よ

う
な
意
見
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

1�
都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
等
を
活

用
し
た
農
地
の
貸
借
に
つ
い
て

　

2�

農
地
の
保
全
・
継
続
に
つ
な
が
る

農
業
経
営
へ
の
支
援
に
つ
い
て

令和 4年 12 月 西東京市農業委員会だより（第 33 号）
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3�

農
業
者
へ
の
適
切
な
支
援
に
つ
い

て

　

4�

都
市
農
業
に
対
す
る
市
民
理
解
の

促
進
に
つ
い
て

　

意
見
の
提
出
後
、
市
長
か
ら
市
の
取

組
み
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
引
き
続
き
市
と

の
連
携
を
重
視
し
な
が
ら
各
種
の
施
策

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。意見書提出�

（左）村田会長（右）池澤市長
（左より：保谷会長職務代理、�
村田会長、池澤市長、萱野副市長）

※撮影時のみマスクを外しました。
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新
規
就
業
奨
励
事
業
奨
励
賞

�

飯
田　

秀
さ
ん

　

推
薦
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。

　

今
後
は
栽
培
面
積
を
徐
々
に
広
げ
、

安
定
し
た
出
荷
が
で
き
る
よ
う
、
ギ
ア

を
上
げ
て
い
く
所
存
で
す
。

　

地
域
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、今
後
も
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

認
定
農
業
者
の
紹
介

　

令
和
4
年
7
月
8
日
（
金
）、
本
年

度
の
認
定
農
業
者
の
認
定
を
受
け
た
皆

さ
ん
に
、
市
長
よ
り
認
定
書
の
交
付
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
認
定
者
6
名
、
認
定
新
規
就

農
者
1
名
の
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

認
定
農
業
者
の
皆
様
に
は
、
市
内
農

業
の
担
い
手
と
し
て
よ
り
一
層
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

本
年
度
、
認
定
を
受
け
た
農
業

者
の
皆
様
を
紹
介
し
ま
す
。

並
木　

善
衛
（
西
原
町
）

濱
野　

祐
次
（
芝
久
保
町
）

平
井　

孝
幸
（
新
町
）

貫
井　

耕
一
（
中
町
）

本
橋　

武
男
（
栄
町
）

蓮
見　

孝
（
北
町
）

飯
田 
秀
（
柳
沢
）
認
定
新
規
就
農
者

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

　

令
和
4
年
10
月
24
日
（
月
）
か
ら
26

日
（
水
）
ま
で
の
3
日
間
で
、
農
地
法

第
30
条
に
基
づ
く
農
地
利
用
状
況
調
査

（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）を
実
施
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
、
事
務
局
、
及
び
都
市
計

画
課
の
職
員
が
6
班
に
分
か
れ
、
肥
培

管
理
基
準
に
基
づ
い
て
、
市
内
の
農
地

を
調
査
し
ま
し
た
。

　　

日
頃
よ
り
丁
寧
な
肥
培
管
理
を
行
っ

て
い
る
農
地
が
大
部
分
で
し
た
が
、
一

部
適
正
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
農

地
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

農
業
者
の
皆
様
に
は
事
前
調
査
の
段

階
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

特
定
生
産
緑
地
制
度
に
つ
い
て

　

前
号
で
も
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た

が
、
特
定
生
産
緑
地
制
度
と
は
生
産
緑

地
の
買
取
申
出
の
期
限
を
10
年
延
長
す

る
制
度
で
す
。

　

生
産
緑
地
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
、
30

年
が
経
過
す
る
前
に
申
請
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

特
定
生
産
緑
地
に
指
定
し
な
い
場
合

で
も
、
生
産
緑
地
は
自
動
的
に
解
除
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

生
産
緑
地
を
解
除
す
る
意
向
が
あ
る

方
に
つ
い
て
は
、
生
産
緑
地
の
指
定
か

ら
30
年
経
過
し
た
日
以
降
に
、
解
除
の

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

手
続
に
つ
い
て
、
ご
質
問
や
ご
不
明

点
が
あ
る
方
は
、
市
・
都
市
計
画
課
に

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

野
焼
き
は
原
則
禁
止
で
す
！

　

市
民
の
方
な
ど
か
ら
農
業
委
員
会
へ

野
焼
き
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
野
焼
き
は
法
令
に
よ
り
、

原
則
禁
止
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

例
外
的
に
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
場
合
で
も
都
市
農
業
の
性
質

や
現
在
の
状
況
を
ふ
ま
え
、
適
切
に
実

施
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

や
む
を
得
ず
野
焼
き
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
実
施
す
る
前
に

必
ず
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
代
表
者
の
み

※
町
名
順

※撮影時のみマスクを外しました。

当日の様子
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親
子
で
野
菜
づ
く
り
に
 

チ
ャ
レ
ン
ジ

　

市
・
産
業
振
興
課
で
は
「
農
業
を
通

じ
た
交
流
」
と
し
て
、
市
内
の
農
業
と

そ
の
役
割
を
広
く
周
知
す
る
こ
と
、
地

産
地
消
に
よ
る
食
育
を
学
ぶ
こ
と
を
目

的
に
、「
親
子
で
野
菜
づ
く
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

抽
選
で
選
ば
れ
た
親
子
40
組
が
岩
﨑

亮
介
さ
ん
の
圃
場
に
て
4
月
23
日
に
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
種
ま
き
、
7
月
9
日
に

は
、
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
の
親
子
は
、
種
ま
き
や
収
穫
を

通
じ
て
、
農
業
を
身
近
に
感
じ
た
様
子

で
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
と
の
貸
借

貸
し
手　

髙
田
さ
ん
（
北
町
）

借
り
手　

社
会
福
祉
法
人
さ
く
ら
の
園

農
福
連
携
と
し
て
、
所
有
者
の
髙
田
さ

ん
よ
り
、
指
導
を
受
け
な
が
ら
栽
培
を

し
て
い
ま
す
。

市
民
農
園
と
し
て
使
用

貸
し
手　

矢
ケ
崎
さ
ん
（
向
台
町
）

借
り
手　

株
式
会
社
A
R
I
S
E

貸
家
庭
菜
園

「
手
ぶ
ら
畑
」を
、

1
4
4
区
画
で

開
設
し
て
い
ま

す
。

法
人
と
の
貸
借

貸
し
手　

新
田
さ
ん
（
柳
沢
）

借
り
手　

東
京
ジ
ャ
ム
株
式
会
社

じ
ゃ
が
い
も
や
ニ
ン
ニ
ク
を
中
心
に
栽

培
し
て
い
ま
す
。

貸
し
手　

櫻
井
さ
ん
（
新
町
）

借
り
手　

�

株
式
会
社�

D
o
r
o
n
k
o　

Ag
r
i

貸
借
し
た
農
地
で
は
、栗
を
継
続
し
て
、

栽
培
し
て
い
ま
す
。

農
地
の
貸
借
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
9
月
に
都
市
農
地
貸
借
円

滑
化
法
が
施
行
さ
れ
、
生
産
緑
地
の
貸

借
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
相

続
税
納
税
猶
予
制
度
を
受
け
て
い
る
生

産
緑
地
の
貸
借
が
可
能
と
な
り
、
貸
借

中
に
所
有
者
に
相
続
が
発
生
し
た
場

合
、
生
産
緑
地
を
貸
し
付
け
た
ま
ま
相

続
し
た
者
が
相
続
税
納
税
猶
予
制
度
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
内
で
の
貸
借
の
事
例
を
い
く
つ
か

紹
介
し
ま
す
。

農
業
者
と
の
貸
借

貸
し
手　

野
口
さ
ん
（
柳
沢
） 

借
り
手　

飯
田
さ
ん

多
品
目
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

収穫‼

種まき
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農
業
者
年
金
の
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

　

農
業
者
年
金
は
、
確
定
拠
出
型
の
公

的
年
金
で
す
。
ご
自
身
の
将
来
設
計
の

た
め
に
積
極
的
に
活
用
し
、
豊
か
な
生

活
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

◇
加
入
要
件

　

�

次
の
①
〜
③
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
方

　

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満

　

②
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

　

③
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

　

変
更
点

　

改
正
前
の
制
度
で
は
、
65
歳
に
達
し

た
時
点
で
年
金
を
受
給
す
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
後
は
65
歳

以
上
70
歳
未
満
の
方
は
受
給
開
始
時
期

を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

75
歳
に
達
す
る
ま
で
に
年
金
の
支
給
を

申
請
し
な
か
っ
た
方
に
つ
い
て
は
75
歳

に
達
し
た
時
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ご
自
身
の
農
業
用
施
設
に
被
害
が

あ
っ
た
場
合

は
、
農
業
委
員

会
ま
た
は
市
・

産
業
振
興
課
ま

で
ご
連
絡
い
た

だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し

ま
す
。

複
式
簿
記
講
習
会
の
お
知
ら
せ

 
一
般
社
団
法
人　

東
京
都
農
業
会
議

が
複
式
簿
記
の
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
の
質

問
も
で
き
ま
す
。

※
次
回
講
習
会
の
予
定

・
令
和
5
年
1
月
12
日
、
2
月
9
日
、

2
月
21
日
、
3
月
9
日
い
ず
れ
も
午
後

5
時
30
分
か
ら
（
田
無
第
二
庁
舎
5
階

会
議
室
）

　

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

市
内
農
業
者
物
価
高
騰
等
対
応

支
援
事
業
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
、
原

油
価
格
・
物
価
高
騰
等
の
影
響
を
受
け

　
農
業
委
員
会
だ
よ
り
第
33
号
は
い
か
で
し
た

で
し
ょ
う
か
。
農
業
委
員
会
改
選
の
た
め
、
現

メ
ン
バ
ー
で
発
行
す
る
の
は
こ
れ
が
最
後
と
な

り
ま
す
。
短
い
間
で
し
た
が
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
地
域
の
農
業
者
の
皆
様
の
役
に
立

つ
情
報
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
愛
読
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

編
集
委
員
一
同

編
集
後
記

め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
マ
ル
シ
ェ

　

令
和
4
年
11
月
13
日
（
日
）
に
田
無

駅
北
口
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
に

て
、め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
メ
ニ
ュ
ー
事
業（
市

主
催
）、
め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
マ
ル
シ
ェ
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
農
業
者
6
軒
と
事
業
者
3
軒

が
出
店
し
、
市
内
産
の
農
産
物
と
パ
ン

や
ス
ー
プ
な
ど
の
飲
食
物
の
販
売
が
行

わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
が
買
い
に
き
て

く
れ
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

災
害
で
ハ
ウ
ス
な
ど
に
被
害
が

あ
っ
た
ら
…

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
大
雪
が
降
り
、

ハ
ウ
ス
な
ど
の
農
業
用
施
設
に
被
害
が

出
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
市
・
産
業
振
興

課
や
関
係
機
関
と
も
連
携
し
、
災
害
発

生
時
の
被
害
把
握
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
が
ら
も
農
業
を
継
続
し
て
い
る
市
内

農
業
者
の
方
の
経
費
負
担
軽
減
を
目
的

に
、
市
内
農
業
者
物
価
高
騰
等
対
応
支

援
金
の
給
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

申
請
の
受
付
期
間
は
令
和
5
年
1
月

31
日
（
火
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
が
お
済
で
な
い
方
は
早
め
に
ご

申
請
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、
市
・
産
業
振
興
課
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

事
務
局
職
員
の
異
動
に
つ
い
て

　

令
和
4
年
8
月
1
日
付
の
人
事
異
動

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、ご
紹
介
し
ま
す
。

生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
産
業
振
興
課

　

兼
農
業
委
員
会
事
務
局

�

佐
藤　

梓

（マルシェの様子）

（後列左から　原島、登坂）
（前列左から　阿部、佐藤、永井、樋口）
※�写真撮影のときのみマスクを外し
ました

平成 26 年雪害の被害
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